
三菱自動車、11度目のパリダカ制覇成る。 

6連覇達成！ 

2006年ダカールラリー レビュー 
三菱自動車 WRCワークス活動の休止について 
奴田原文雄選手、伝統のモンテカルロでPWRC初優勝 
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最後の3日間は追いすがるVWのジニール・ドゥビリエと30分差以
内という稀に見る接近戦を展開するが、動じず。向上し続ける技
量とスピードで、アルファンは前年の総合2位からついに頂点へ 

2004年大会の2輪部門覇者であるロマにとって4輪でのパリダ
カ出場は2度目。まだ粗さも残り、砂丘では勢いがよすぎたところ
もあったが、4輪自己最高位の3位を手にした 

モーリタニアで狙いどおりトップに立ったペテランセルだが、第
12レグで木に激突。この日はサービスを受けられないマラソンス
テージだったが、それでも4位でダカールにたどり着いてみせた 

彼自身、「過去最高」という仕上がりで今大会に臨んでいた増
岡は、その言葉どおり、アフリカに入ると軽くセカンドベストを叩き
出した。それだけにラリー4日目でのリタイアは無念だった 

史上最高の激戦を彩った三菱自動
車のライバルたち。セミワークス体
制で出場の日産、まだ侮れぬ速さを
見せるシュレッサーバギー、アメリカ
ンのロビー・ゴードンが持ち込んだ
ハマー、BMWセミワークスチーム、
そして三菱自動車チームの倍近い
数のスタッフを送り込んできたフォ
ルクスワーゲン。彼らとの熾烈な戦
いによって、三菱自動車の6連覇は
一層光り輝くものとなった 

［2006年ダカールラリー］ 

 

リュック・ア ルファン、パリダカ 初 優 勝をマーク !  
史 上 最 高 の 激 戦を制し三 菱 自動 車 が 通 算 1 1 勝 目に 到 達  

 1 L.アルファン FRA 三菱パジェロ エボリューション 53時間47分32秒 

 2 G.ドゥビリエ SA VW レーストゥアレグ2 + 17分53秒 

 3 J-N.ロマ ESP 三菱パジェロ エボリューション + 1時間50分38秒 

 4 S.ペテランセル FRA 三菱パジェロ エボリューション + 3時間20分24秒 

 5 M.ミラー USA VW レーストゥアレグ2 + 3時間23分25秒 

 6 J-L.シュレッサー FRA シュレッサー・フォード + 4時間09分23秒 

 7 C.スーザ POR 日産ピックアップ + 5時間40分11秒 

 8 B.サビー FRA VW レーストゥアレグ2 + 8時間14分45秒 

 9 G.シシェリ FRA BMW X3 + 8時間25分13秒 

 10 T.マニャルディ FRA シュレッサー・フォード + 8時間25分57秒 

 11 C.サインツ ESP VW レーストゥアレグ2 + 10時間03分46秒 

 12 P.ガッシュ FRA SMG バギー + 13時間40分00秒 

 13 J-F.ギノー FRA VW バギー + 15時間29分22秒 

 14 J-M.セルビア ESP シュレッサー・フォード + 16時間16分00秒 

 15 A.コックス SA BMW X5 + 18時間55分06秒 

 22 池町佳生 JPN トヨタ・ランドクルーザー + 24時間01分34秒 

 26 浅賀敏則 JPN トヨタ・ランドクルーザー + 26時間57分37秒 

 　 増岡　浩 JPN 三菱パジェロ エボリューション 第4レグ　リタイア 

　　　 J.クラインシュミット GER VW レーストゥアレグ2 第11レグ　リタイア 

　　　 篠塚建次郎 JPN 日産パスファインダー 第10レグ　リタイア 

　　 三橋　淳 JPN 日産ピックアップ 第9レグ　リタイア 

※表内の国籍略号：FRA＝フランス、SA＝南アフリカ、ESP＝スペイン、USA＝アメリカ、POR＝ポルトガル、JPN＝日本 

2006年ダカールラリー 
最終結果 

■スタート：2005年12月31日　リスボン（ポルトガル）　 
■ゴール：2006年1月15日　ダカール（セネガル） 
■SS数：14　■SS合計距離：4,782km　■総走行距離：9,043km

4輪部門 

圧倒的な走破性能と経験を見せつけ、パジェロの牙城は揺るがず 勝負は砂漠で 

　まさに、三菱自動車の真価が発揮された一戦だった。

ダカールラリー（通称パリダカ）に挑み続けて24年。

この間に磨き上げてきた技術と経験を、三菱自動車

は存分に見せつけた。 

　実に通算11度目の総合優勝。しかも6年連続とい

う快挙。だが、決して楽な戦いであったわけではない。

むしろ史上最高と評されるまでの激戦だったのだ。 

　最大のライバルは、2003年からパリダカにワークス

参戦を始めたフォルクスワーゲン（VW）だった。彼ら

は4年目の挑戦に向けて新型マシンを開発。φ（直径）

39mmという実質的影響がほとんどない吸気リストリ

クターで許されるディーゼルエンジンを、さらにターボ

で武装して搭載。WRCで2度の王者になったカルロス・

サインツを筆頭に5台ものマシンを投入し、圧倒的な

物量とともに立ちはだかってきたのである。 

　だが、三菱自動車の構えは万全だった。前年大会

から不変の4人のドライバーラインナップに加え、デビ

ュー4年目を迎えた常勝マシン「パジェロ エボリューシ

ョン」は、全面的に改良を加えたMPR12モデルに進化。

同車はガソリンエンジンゆえにφ32mmのリストリクタ

ー装着を強いられ、おまけにターボ過給も許されない。

絶対的なパワーとトルクでは明らかなハンディを負うが、

三菱自動車の開発チームはそれに打ち勝つマシンを

作り上げてきた。 

　そして迎えた本番。ポルトガルの山岳ステージでは

予想どおりVWのサインツが飛ばした。2日連続のベ

ストタイム。しかし、三菱自動車は焦らない。通過でき

るトレールの幅が狭いモロッコのステージに入っても

無理はしない。「勝負は砂漠で」。それがパリダカを

知り尽くした三菱自動車の戦い方だった。 

　果たして、ラリー中盤の天王山となるモーリタニア

砂漠で、三菱自動車は満を持して勝負に出た。ライ

バルが蟻地獄のような砂丘で遅れを取る中、パジェ

ロ エボリューションは2500回転から7000回転までフ

ラットにトルクを発生させる絶妙のチューニングのエ

ンジンを武器に、スルスルと前へ進んでいく。途中、

休息日をはさんだモーリタニアでの5日間を終えてみ

れば、三菱自動車はステファン・ペテランセルとリュッ

ク・アルファンが鉄壁の1-2体制を確立していた。 

　残念だったのは、日本期待の増岡浩が4日目にし

てリタイアに追い込まれたことだ。2度の総合優勝を

誇る第一人者にも不運が襲った。それが世界最高

峰の勝負なのだ。そしてパリダカの魔の手はペテラ

ンセルにも伸びた。亜熱帯のギニアの森林ステージ

で木に車両側面をヒット。このアクシデントで4位に後

退、彼の3年連続優勝の夢は断たれることとなった。 

　思わぬ両エースのアクシデント。だが、三菱自動車

の層の厚さは主導権を離さなかった。ペテランセル

に代わりアルファンがトップへ。そして、かつてのアル

ペンスキー王者は、ついにパリダカの王者としてダカ

ールにたどり着く。3位には成長著しいホアン・ナニ・

ロマが入り、ペテランセルも4位でゴールした。 

　史上最高の接戦も、終わってみれば1-3-4フィニッ

シュ。「砂漠の王者」三菱自動車の強さが改めて証

明された、そんな24年目のダカールだった。 
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増岡 浩 連載コラム 

始める前に終わった……そんな19回目のパリダカでした 

GPSポイントが大幅に制限された今年はコ・ドライバーの役割
が一段と重要に。翌日のルート確認は毎晩夜中まで行われた 

油圧式スタビライザーが禁止になったが、精力的な開発によって
MPR12は実に柔軟な足を備え、圧倒的な走破性を見せつけた 

時には深い砂にスタックすることも。しかし、こんなときも長年の
経験に裏打ちされたノウハウがいち早い脱出を可能にしていた 

大勢の群衆が集まるところもある。往年のサファリラリーを思い
起こさせる光景。目の前を抜けていくパジェロに声援が集まる 

この写真は、本番を前にした事前テストでのもの。三菱自動車チームのドミニク・セ
リエス監督や鳥居勲チーム代表と語らう増岡の表情には余裕さえうかがえたのだが 

三菱自動車技術開発本部の中山修チームリーダーと幸田逸男エ
ンジニアが全日程帯同。パジェロの活躍を支えた 

20年近くパリダカに関わってきたスポーティングディレクターのジ
ャン・マルク・ボネー。人材の豊かさも三菱自動車の強さの秘密だ 

三菱自動車はサポートトラック8台とスタッフ用のパジェロ6台を
配備。競技車と同様に登録されており、その速さも競技車なみ!

ピカソの故郷、スペインのマラガからフェリーでモロッコへ渡る。
これもまた、大陸をまたぐパリダカならではの風情だ 

2年連続出場のチーム三菱ラリーアート・チャイナ
のメン・ガン・ユアンは砂丘に足を取られリタイア 

チーム三菱ラリーアート・タイランドのマナ・ポーン
シリチャンもモーリタニア砂漠で戦列を去った 

このマシンはパジェロの6G75エンジンと4WDシス
テムを搭載したもので総合39位でダカールにゴール 

ディーゼルエンジンのランドクルーザーで出場した池
町佳生と浅賀敏則。総合22位、26位に食い込んだ 

今大会がラストランとなった元三菱自動車の篠塚建
次郎だが無念のリタイア。長い間お疲れさまでした 

しい!　本当に残念なパリダカになってしまいました。

もう19年もこのラリーに挑戦してきましたが、こんなに

呆気なく終わってしまったのは初めてです。 

　運命の4日目は386kmのステージでした。80kmくらい行っ

たところで先行スタートのジャン・ルイ・シュレッサーを抜いた

のですが、その後パンクしてしまい、シュレッサーがまた先に行

き、僕の後からスタートしたステファン（ペテランセル）にも抜

かれてしまいました。それでも僕らは再びシュレッサーを抜き返

し、そして問題の113km地点に差し掛かったのです。 

　そのとき、僕らは砂漠に走る舗装路を時速140kmほどで横

切ろうとしました。すると舗装路を渡った先には、幅2m、深さ

1mほどの水路があり、マシンはその土手っぷちでフロントを跳

ね上げられ、そのまま2度前転し、リヤから落ちて止まりました。

僕らにケガはありませんでしたが、茫然自失でした。 

　僕のコ・ドライバーのパスカル（メモン）は、ロードブックに記

されていた『!!!（スリーコーション）』の箇所を読み遅れてしま

ったんです。ですが、僕にも間違いなく落ち度はありました。ラ

リーはドライバーとコ・ドライバーの共同作業で戦う競技です。

これは僕らのミスでした。 

　パンクによる遅れを取り戻そうとして、結果的に用心を怠っ

たということもあったでしょう。それに、あのとき、僕らのマシン

に搭載されたGPS機材に異常が出ていて、僕もパスカルもそ

れに気を取られていた。マシンその

ものはその後の走行にほとんど支

障なく、SS15位のタイムでサービス

にたどり着いたのですが、ロールケ

ージが修復不能なダメージを負って

いることがわかり、諦めざるを得ませ

んでした。 

　実のところ今回は、いままでで一

番マシンとの一体感を感じながら走

れていたパリダカでした。大してプッ

シュしていなくてもタイムが出た。事

前にいろんなセッティングをテストで

試して、パジェロエボリューションを

誰が乗っても速いマシンに仕上げ

てきました。そして、僕がラリーから

いなくなった後もチームメイトが頑

張ってくれて、三菱自動車の6連覇

を達成できた。うれしかったですし、パジェロ エボリューション

の勝利を誇りに思いました。 

　パリダカでの勝負はまた1年お預けです。しかし、戦いはもう

始まっています。三菱自動車では来年のパリダカに、ニューマ

シンを投入します。それを最強のマシンに仕上げて、今度は僕

の手で三菱自動車の7連覇を決めてみせます。頑張りますので、

引き続きご声援をよろしくお願いします。 

 増岡選手がやって来る！ 
「パリダカトークライブ2006」開催 
2月25日（土） 川崎三菱自動車販売（株）新百合ヶ丘店 10:30～ 

 神奈川三菱自動車販売（株）戸塚店 16:00～ 

2月26日（日） 栃木三菱自動車販売（株）宇都宮築瀬店 14:00～ 

3月4日（土） 九州三菱自動車販売（株）板取総合センター 14:00～ 

3月10日（金） 岩手三菱自動車販売（株）もりおか仙北店 17:00～ 

3月11日（土） 秋田三菱自動車販売（株）秋田店 14:00～ 

3月12日（日） 青森三菱自動車販売（株）青森東店 14:00～ 

※入場無料　※スケジュール・会場は都合により変更の可能性があります。 
最新情報は三菱自動車2006年ダカールラリーサイト　 
http://www.mitsubishi-motors.com/motorsports/j/06dakar/index.htmlでご確認ください。 

ダカールラリー、それはまさに砂漠の総力戦 

　このたびの三菱自動車のWRCワークス活動休止

の発表に、ファンの皆様は大変驚かれたことと思いま

す。 

　その驚きは我々チーム三菱自動車モータースポー

ツのチームスタッフやドライバーにとっても同様でした。

活動休止の理由は、三菱自動車の発表（上記）にあ

るとおりです。WRCとダカールラリーという2つの世

界トップカテゴリーのモータースポーツを戦うには、パ

ワーもコストもかかります。それでも昨年までの我々は、

この2つにまさに全力で取り組み続けてきたのですが、

このたびWRCは少しお休みをいただくこととなりました。 

　ただし、三菱自動車にとってのモータースポーツが、

市販車の安全性・耐久性・走行性・走破性を鍛え上

げる重要な活動であることに変わりはありません。長

年にわたるモータースポーツへの取り組みによって得

られた経験を生かし、日本の三菱自動車技術開発セ

ンターと我々MMSPでは、ラリーカーの先行技術開

発を引き続き行って参ります。 

　また、ダカールラリーにはこれからも挑み続けます。

実際、24年目の参戦となりました今年のダカールラリ

ーにおきましても、我々のチームやドライバー、そして

パジェロエボリューションは、経験と実績に裏打ちされ

たその強さを証明することができました。しかし、これ

で我々は満足してしまったわけではありません。さらな

る高みを目指して、来年のダカールラリーに向けた開

発をすでにスタートしております。 

　これからも三菱自動車が全力でモータースポーツ

に取り組む姿勢をファンの皆様にご覧いただけるよう、

我々は最大限の努力を続けて参ります。また、世界中

でランサーエボリューションやパジェロでモータースポ

ーツに参加している多くの三菱車エントラントに、これ

からもより一層のご声援をいただけますよう、よろしく

お願いいたします。 

三菱自動車は、今後のFIA世界ラリー選手権（WRC）のワークス活動についての方針を決定し、2006年から参戦を休止することといたしました。 

三菱自動車は、「三菱自動車再生計画」のもと、事業再生の達成に向け堅実なスタートを切ることができましたが、 

再生基盤の強化のためには、経営資源の選択と集中をさらに推進する必要があると判断したものであります。 

WRCへの復帰時期は、2005年度～2007年度の同計画が終了する2008年以降を目標としています。 

なお、ダカールラリー（通称：パリダカ）へは、引き続きワークス活動を継続して参戦していく予定です。 

MMSP GmbH社長／チーム三菱自動車モータースポーツ代表　鳥居　勲 

　ファンの皆様にとりましても、また私たちラリーアー

トにとりましても、今回のWRCワークス活動休止の決

定は大変残念なニュースとなりました。 

　しかしながらこの決定は、三菱自動車のモータース

ポーツに対する精神や意義を否定するものではあり

ません。ラリーアートと三菱自動車はこれからも、お客

様のモータースポーツ活動をバックアップし続けて参

ります。 

　プロダクションカー世界ラリー選手権（PWRC）を

頂点に、アジア・パシフィックラリー選手権（APRC）

をはじめとする地域選手権、そして各国内の選手権と

いった世界中のラリーフィールドにおいて、ランサーエ

ボリューションは活躍を続けています。また、国内に目

を向ければ、ラリー、ダートトライアル、ジムカーナ、そし

てサーキットレースにおいて、実に数多くの三菱車エ

ントラントの方々が競技を盛り上げておられます。 

　これだけ多くのお客様が三菱車を選んでモーター

スポーツに参加されているという事実は、私たちのク

ルマ作りへの評価と受け止め、大変誇りに思っており

ます。 

　ラリーアートと三菱自動車はこれからも、世界中の

モータースポーツエントラントの方々に愛される、優れ

た安全性・耐久性・走行性・走破性を持ったベース

車両作りと、競技専用パーツおよびスポーツパーツ

のレスポンスの良い開発・供給を目指していくことに

変わりありません。 

　WRCワークス活動が休止となったいま、ラリーアー

トはこれまでにも増して三菱自動車と一体となってお

客様のモータースポーツ活動をバックアップし、そこか

ら得られる貴重なノウハウを今後のクルマ作りに注ぎ

込んで参ります。ファンの皆様も、世界中の三菱車

エントラントに変わらぬ熱きご声援をどうぞよろしくお

願いいたします。 

　同時にラリーアートは、三菱自動車の事業再生の

ために最大限の協力を行い、1日も早いWRCワーク

ス活動再開に向けて努力して参ります。 

悔 

三菱自動車 FIA世界ラリー選手権（WRC）のワークス活動休止について 

三菱自動車はこれからもモータースポーツに全力で取り組み続けます 

株式会社ラリーアート　代表取締役社長　田口　雅生 

お客様のモータースポーツ活動を応援し続けるラリーアートの役割は変わりません 
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田口勝彦 連載コラム 

KATSUの 
4回目！ 

こだわりの A C D制御コンピュータを開発中 !
うWRCは開幕していますが、僕のシーズン開幕

はもう少し先。そんなわけで、このオフシーズン

の僕はラリーアートのスタッフとしてのお仕事にいそし

んでいたのでした。 

　そのひとつが、ランサーエボリューション&～(用の

アクティブセンターデフ（ACD）制御コンピュータの開発。

GT／RSのターマック用とグラベル用、それにGSR用

の3種類があるんですけど、何しろラリーアートの名で

競技用として発売するパーツですからね。基本的には

それなりにウデに覚えのあるドライバーが付けるもので

すから、僕も気合いが入ります。岡崎の三菱自動車技

術開発センターのテストコースで3日間みっちりテストを

やって、その制御を洗練させていったんですけど、とても

よい仕上がりになってきていると思います。 

　パーツの開発は、ランサーエボリューションの開発エ

ンジニアのみなさんとやっているんですけど、仕事は早

いですよ。「こういう動きを試したい」と言ったらパパッ

とそのとおりに仕立ててもらえます。何しろ、三菱自動

車の開発チームは世界中のモータースポーツで戦うラ

ンサーエボリューションのデータを持ってますからね。 

　今年の夏前にはラリーアートパーツ

として発売できると思いますのでお楽

しみに。性能的には、笑っちゃうくらい

曲がるものになっていますので。あと、

アウトランダーのスポーツサスペンシ

ョンも開発しています。こういうパーツ

開発ってノーマルの出来がいいので

なかなか大変なんですけど、開発ドラ

イバーの一員として、とてもやり甲斐

があるんです。 

　ところで、先日は話題の新型軽自

動車『i（アイ）』の雪上体験試乗会

のインストラクターとして6日間ほど苗

場スキー場に行ってきました。アイの

4WDを担当したんですけど、このクル

マのハンドリングがすごい!　ABSの

セッティングなんかラリー車で使えますね。ミッドシップ

になって、特にブレーキング時のバランスがよくなった

こともあると思います。オーバースピードでコーナーに突

っ込んでフルブレーキングしても、ラリー車みたいにフロ

ントがスッと入る。試乗していただいた一般のみなさんも、

自分のクルマと比べものにならないくらいに曲がって止

まるのには驚かれてました。 

　今年は三菱自動車のパリダカ6連覇、そして奴田原

さんのモンテカルロPWRC優勝と続きましたが、僕もそ

ろそろ開幕です。それから、僕の公式ウェブサイトが近

日オープンすることになりました。そちらもチェックしてみ

てくださいね。 

 

■田口勝彦公式サイト（近日オープン） 
http://www.ralliart.co.jp/katsu/

も 

開発中のACD制御コンピュータですが、とくにこだわって作り込んでいるのがブレーキングからターンイ
ンにかけての動き。ここでいかにデフがドライバーの意志に合った動きをするかを突き詰めて作ってます 

「ランサーWRC05はとてもドライブしやすくて、僕のスタイルにも
合っている。すごくいいフィーリングだ」とカールソン。その言葉ど
おり、初めてのマシンで自己ベストの3位表彰台を獲得した 

今年からチームエントリーが認められたPWRC。奴田原やヒギンス（写真左）は全戦に参加するが、モンテカルロではブルガリア王者のヤセン・ポポフ（写
真中）が出場したOMV CEEラリーチームや、ステファノ・マリーニ（写真右）が出場したエラーニ・チーム・グループは今後ドライバーが交替していく予定だ 

FIA世界ラリー選手権 

FIAプロダクションカー世界ラリー選手権 

　奴田原文雄選手がやってくれた!　伝統のラリー・モンテカル

ロで待望のPWRC初優勝を決めてみせたのだ。 

　市販車に最小限の改造を施しただけのグループN車両で争

われるラリーの最高峰PWRC。今年も8戦が開催され、うち6戦

がポイント獲得対象となるが、モンテカルロが初めてその開幕戦

となった。しかし、多くのPWRCドライバーはこのラリーの経験が

なく、しかも不確定要素が格別に多いことから、出場を敬遠。実

際にモナコに集まったPWRCチームは6チームだったが、その中

に奴田原選手を擁するADVAN-PIAAラリーチームの姿もあった。 

　もちろん、奴田原選手もモンテカルロへの出場はこれが初めて。

周囲にも反対する声の方が多かった。「それでも出たかった」と

彼は言う。「モンテカルロはあこがれでしたから」 

　勝算もあった。今年もPWRCでは奴田原選手だけが使用す

る横浜ゴムのADVANタイヤは、低温でライバルを凌駕するグリ

ップ性能を持つことがわかっていた。だから無理を言ってまでも

ドライ用にスパイクを打ち込んだモンテカルロ専用タイヤを用意

してもらい、冬のコート・ダ・ジュールへ乗り込んでいったのだ。 

　1月19日、奴田原選手は有名なモンテカルロ・カジノの前に

設けられたスタートランプをゆっくり下り、3シーズン目となる

PWRC挑戦をスタートさせた。ADVAN-PIAAラリーチームは今

回からランサーエボリューションIXを投入。これが同車の

PWRCデビューでもあり、そのパフォーマンスにも注目が集まった。 

　翌20日から始まったラリー本番は、午前中の3本のステージ

では交通渋滞によりPWRC勢はノータイム。仕切り直しとなっ

た午後だが、奴田原選手は部分的に氷結しているコースを落ち

着いて攻め、いきなりトップで第1レグを終えてみせる。第2レグ

の前半ではスバルのナセル・アルアティヤが攻めてきたが、

SS9でトンネルの入口に激突。一方の奴田原選手はここで3

連続ベストタイムをマークし、第2レグもトップを保ち続けた。 

　期待が高まる最終日、第3レグ。前日のアクシデントで左前輪

をもぎ取られながらもモナコのサービスに帰還し、奇跡的にペナ

ルティなく奴田原選手に次ぐ2位でラリーを続けていたアルア

ティヤが再度クラッシュ。一発逆転を狙ってスノースパイクタイ

ヤを履いて出ていったところ、乾いた舗装路でグリップを得られ

ず自滅してしまった形だった。これで勝負があった。奴田原選

手は初出場のモンテカルロとは思えない冷静な判断と速さを見

せ、自らの力でPWRC初優勝を勝ち取ったのだ。 

　モナコ王宮前に設けられたフィニッシュランプに上った奴田

原選手。その笑顔は空の青さにも似て、実に晴れやかだった。 

－－おめでとうございました。素晴らしいラリーになりましたね。 

「崖沿いの道を走る映像を見て、いつかは自分も出たいと思っていたモン

テカルロでした。正直言って、いろいろ無理を言って出ましたから、とにか

く無事で終わって、しかも勝てて、本当によかったです」 

－－モンテカルロというラリーは期待どおりのものでしたか？ 

「やっぱり特別なラリーなんだなと実感しました。コンディションの難しさも、

それにラリーが開催されている雰囲気も。最後は王宮前での表彰式でア

ルベール2世国王と握手をして。今回からイギリス人のダニエル・バリット

がコ・ドライバーになったんですけど、彼は両親も連れてきていて、家族み

んなで喜んでました。やっぱりヨーロッパの人にとっては、モンテで勝つと

いうのは日本以上に大きいことのようですね」 

－－コ・ドライバーも含めて、今回は新しい要素が多かったですね。 

「そうですね。まずモンテ自体が僕らにとって初めてですし、ドライ用タイヤ

で氷結路を走る、なんてことも初めて。それはそれはスリリングでした（笑）。

ダニエルはいろんなところから情報を持ってきてくれて助かりました。それ

が彼を起用した狙いでもあるんです。ペースノートは、いままでの日本語か

ら英語に変わったわけですけど、案外問題ありませんでしたね。それに、低

温でのADVANタイヤの良さも狙いどおりでした」 

－－マシンも今回からランサーエボリューションIXになりましたが？ 

「MIVECになって明らかにいいですね。扱いやすいし、ツイスティな上り

区間なんか断然速い。アルミルーフによる低重心も効いている。次はグ

ラベルのラリー・メキシコに出ますが、すごく楽しみですね。今年でPWRC

も3年目になりますが、このまま頑張り続けて、ラリー・ジャパンでも勝って、

そしてシリーズチャンピオンを目指したいと思っています」 

快挙!

モンテカルロから帰国後の奴田原文雄選手に聞く 

奴田原文雄　2006年PWRC出場予定ラリー（全6戦）：ラリー・
モンテカルロ（1月）、ラリー・メキシコ（3月）、ラリー・ジャパン（9月）、
キプロスラリー（9月）、ラリー・オーストラリア（10月）、ラリー・ニュ
ージーランド（11月） 
 

MMSPがカスタマーサポートを開始 
ランサーWRC05でガリ&カールソンが出場 

ランサーエボリューションユーザー増加 
2006年PWRCは白熱の戦い必至!

田口勝彦　2006年APRCフル参戦が決定!

　今年、PWRCにシリーズ登録を行ったのは14チーム（ただし4月のラリー・ア

ルゼンチンまで追加登録が可能）。そのうちランサーエボリューションユーザーは

8チームと、大きく増加することとなった。そして開幕戦のモンテカルロには4つの

ユーザーチームが出場。奴田原文雄選手が優勝を飾ったことに加え、デイビット・

ヒギンス選手が2位、そして4位にステファノ・マリーニ選手と、上位をランサー勢

が占める結果となった。 

　残念ながらWRCのワークス活

動は休止となった三菱自動車だが、

MMSPではランサーWRC05を

プライベーターに貸与するカスタ

マーサポートプログラムを実施し、

開幕戦のモンテカルロには三菱

自動車チームのドライバーであっ

たジジ・ガリ選手が、そして第2戦

スウェーデンにはガリ選手とダニ

エル・カールソン選手がこのプロ

グラムを利用して出場した。 

　特にスウェーデンでは2台のラ

ンサーWRC05が秒差の3位争

いを終始展開。最終的にカールソン選手が3位、ガリ選手が4位でフィニッシュした。こ

の間、ランサーWRC05もノートラブルで彼らのバトルを後押し、改めてそのポテンシャ

ルと信頼性の高さを実証することとなった。MMSPでは今後もこのプログラムを継続し、

多くの才能ある選手にWRCで活躍するチャンスを提供していく予定である。 
三菱自動車のWRC活動休止決定を受けて、古巣のラリーアート・イタリーから走り慣れたランサーWRC05で開幕2戦に出場したガリ。モンテカルロ
ではリタイアを強いられたものの、スウェーデンでは地元のカールソンと互角以上の走りを展開。路面を選ばないそのスピードを改めて示してみせた 

「2004年からアジア・パシフィックラリー選手権（APRC）
に再び参戦してきましたが、今年もフル参戦できることに
なりました。開幕戦は3月10～12日にオーストラリアで開
催されるラリー・オブ・キャンベラです。応援をどうぞよ
ろしくお願いします!」 

2006年WRC／PWRC 
開幕戦ラリー・モンテカルロ 奴田原文雄選手、 

伝統の一戦でPWRC初優勝 








